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18
世
紀
後
半
頃
か
ら
、
産
業
の

発
展
に
伴
い
人
類
は
石
炭
や
石
油

な
ど
を
大
量
に
消
費
す
る
よ
う
に

な
り
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の

量
は
２
０
０
年
前
と
比
べ
35
％
ほ

ど
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
人
類
が
同
じ
よ
う

な
活
動
を
続
け
る
と
す
れ
ば
、
21

世
紀
末
に
は
二
酸
化
炭
素
濃
度
は

現
在
の
２
倍
以
上
に
な
り
、
そ
の

結
果
、
地
球
の
平
均
気
温
は
今
よ

り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が

最
も
少
な
い
場
合
で
平
均
1.8
度
、

最
も
多
い
場
合
に
は
4.0
度
上
昇
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
温
室
効
果
ガ
ス
に
は
、
二
酸
化

炭
素
の
ほ
か
メ
タ
ン
や
フ
ロ
ン
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
、

フ
ロ
ン
な
ど
の
人
工
の
化
学
物
質

は
二
酸
化
炭
素
よ
り
温
室
効
果
が

強
く
、
わ
ず
か
な
量
で
も
そ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球

の
温
暖
化
は
二
酸
化
炭
素
や
フ
ロ

ン
な
ど
が
原
因
で
あ
り
、
こ
れ
は

人
為
的
な
活
動
に
起
因
す
る
こ
と

は
疑
い
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
温
暖
化
が
進
む
と
、
日
本
国
内

で
は
農
作
物
の
収
穫
や
漁
獲
量
に

影
響
が
で
た
り
、
伝
染
病
が
流
行

す
る
危
険
性
が
増
加
し
ま
す
。
世

界
的
に
も
、
海
面
が
上
昇
し
て
、

高
潮
や
津
波
に
よ
る
危
険
地
帯
が

増
大
す
る
こ
と
や
数
多
く
の
島
々

が
海
に
沈
む
危
険
性
も
あ
り
ま

す
。
他
に
も
、
異
常
気
象
を
招
き

洪
水
が
多
発
す
る
地
域
が
あ
る
一

方
、
渇
水
や
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ

る
地
域
も
出
て
き
ま
す
。
こ
う
し

た
気
候
変
動
は
世
界
的
な
農
産
物

の
収
穫
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
、
国
際
相
場
が
大
き
く
変
動
し

ま
す
。
と
り
わ
け
食
糧
の
輸
入
依

存
度
の
高
い
日
本
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

出
典:

全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

（h
ttp

://w
w

w
.jccca

.org

）

家
庭
で
で
き
る

 
地
球
温
暖
化
対
策

～
地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
～

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ

で
あ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
は
、
み
な
さ
ん
の

家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
生
活

の
な
か
か
ら
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
桜
川
市
の
豊
か
な
自
然
を
守

り
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
日
頃
か

ら
温
室
効
果
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

な
い
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
行
動

が
、
桜
川
市
の
環
境
だ
け
で
な

く
、
地
球
環
境
を
守
り
ま
す
。

できることから始めてみよう！
家庭で簡単にできる 10の取組み例

冷房の温度を１℃高く、暖房の温度
を 1℃低く設定する

カーテンを利用して太陽光の入

射を調整したり、着るものを工

夫することで冷暖房に頼り切ら

ない生活をしましょう。

１

年間約 31kg の CO2 削減／
年間約 2,000 円の節約

風呂の残り湯を洗濯に使いまわす

洗濯や庭の水やりのほか、トイ

レの水に使っている人もいます。

残り湯利用のために市販されて

いるポンプを使うと便利です。

６

年間約 17kg の CO2 削減／
年間約 5,000 円の節約

週 2日往復 8㎞の車の運転をひかえ
る

通勤や買い物の際にバスや鉄

道、自転車を利用しましょう。

歩いたり自転車を使う方が健康

づくりにも役立ちます。

２

年間約 185kg の CO2 削減／
年間約 8,000 円の節約

ジャーの保温を止める

ポットやジャーの保温は、利用時間

が長いため多くの電気を消費しま

す。ごはんは電子レンジで温めなお

すほうが電力消費は少なくなります。

７

年間約 31kg の CO2 削減／
年間約 2,000 円の節約

１日５分間のアイドリングストップ
を行う

駐車や長時間停車するときはエ

ンジンを切りましょう。大気汚

染の防止にもなります。

３

年間約 39kg の CO2 削減／
年間約 2,000 円の節約

家族が同じ部屋で団らんし、暖房と
照明の利用を 2割減らす

家族が別々の部屋で過ごすと、

暖房も照明も余計に必要になり

ます。

８

年間約 240kg の CO2 削減／
年間約 11,000 円の節約

待機電力を 90%削減する

家電製品は主電源を切ることにして、

長時間使わないときはコンセントを

抜きましょう。買い換え時には、待

機電力の少ないものを選びましょう。

４

年間約 87kg の CO2 削減／
年間約 6,000 円の節約

買い物袋を持ち歩き、省包装の野菜
などを選ぶ

トレーやラップは家に帰ればす

ぐごみになります。買い物袋を

持ち歩けばレジ袋を減らせま

す。

９

年間約 58kg の CO2 削減

シャワーを 1日 1分家族全員が減らす

身体を洗っている間、お湯を流

しっぱなしにしないようにしま

しょう。

５

年間約 65kg の CO2 削減／
年間約 4,000 円の節約

テレビ番組を選び、1 日 1 時間テレ
ビ利用を減らす

見たい番組だけ選んで見るよう

にしましょう。

10

年間約 13kg の CO2 削減／
年間約 1,000 円の節約

地
球
温
暖
化
と
は

気
温
が
上
昇
す
る
と

出典 : 全国地球温暖化防止活動推進センター



　
最
近
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
宅
内
に

あ
る
水
道
管
（
給
水
管
）
か
ら
の
漏
水

が
原
因
で
、
水
道
料
金
が
高
額
に
な
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
給
水
管
は
水
道
使
用
者
の
所
有
物
で

あ
り
、使
用
者
の
責
任
の
も
と
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

漏
水
時
の
水
道
料
金
・
修
理
費
は
、
使
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
の

で
、
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
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■
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
る
市
税
な
ど
／
市
県

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
、
保
育
料

※
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
納
付
書
裏
面
に
記
載
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
期
限
（
コ
ン
ビ
ニ
利
用
可

能
期
限
）
を
過
ぎ
た
場
合

・�

納
付
書
１
枚
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え
た
場
合

・�

納
付
書
に
コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い

な
い
場
合

■
取
扱
い
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
全
国
の
店
舗
で
納
付
可
）

／
エ
ー
エ
ム
ピ
ー
エ
ム
、
エ
ブ
リ
ワ
ン
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
、
く

ら
し
ハ
ウ
ス
、
コ
コ
ス
ト
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
、
サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
ス
パ
ー
北
海
道
、
ス
リ
ー
エ
イ
ト
、
ス
リ
ー

エ
フ
、
生
活
彩
家
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ー
ブ
オ
ン
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
タ
イ
エ
ー
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ハ
セ
ガ
ワ

ス
ト
ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ポ
プ
ラ
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、
ロ
ー
ソ
ン

■
漏
水
の
調
べ
方
・
対
策

１� .

水
道
の
蛇
口
を
全
部
締
め
て
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
確
認
し
ま
す
。

２� .

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る

と
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
市
指
定
の
水
道
事
業
者

に
連
絡
し
て
調
査
・
修
理
し
て

く
だ
さ
い
。

　�
※
補
助
バ
ル
ブ
を
締
め
る
と
、

水
は
止
ま
り
ま
す
。

３� .

凍
結
防
止
の
た
め
、
量
水
器

内
を
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
布
な

ど
で
保
温
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先
／
水
道
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

　
平
成
22
年
度
か
ら
賦
課
さ
れ
る
市
税
な
ど
が
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
全

国
の
主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
休
日
や
夜
間
で

も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
に
本
店
を
置
く
金
融
機
関
で
も
、
市
内
の

店
舗
だ
け
で
な
く
各
支
店
・
支
所
で
納
付
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

納付書の左下にバーコードがある納付書で納付できます。

４
月
か
ら
市
税
な
ど
の

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
ス
タ
ー
ト

パイロット

補助バルブ 発泡スチロール・布

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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農家のみなさんへ

農業労働力賃金・請負賃金

作　業　別 金　　　額

一般作業 7,000 円

摘要
１．１日８時間を基準とする。
２．賄いは昼食のみとする。
３．特殊な作業及び立地条件によって当事者間で調整してください。

作　業　別 金　　　額 摘　　　要

畑耕起 3,500 円

水田耕起 4,000 円

代かき 6,500 円

あぜ塗り（ｍ当たり） 80 円

苗代 700 円 １箱当たり

田植 7,000 円 植付けのみ

コンバイン刈取のみ 17,000 円

もみ運搬 2,000 円

刈取・乾燥・調整 31,000 円

乾燥・もみすり 750 円 玄米１袋 30kg 当たり水分 18％以内

もみすり 300 円 玄米１袋 30kg 当たり

※�作業の難易、ほ場、生もみの水分により上記の金額によることが適当でない場合は、当事者間
で調整してください。

※上記の請負代金は、ほ場整備済みの農地を基準としています。

田畑の賃貸借料情報

労働力賃金

請負賃金（10a当たり）※消費税は含まれておりません。

桜川市農業委員会

　桜川市の平成 21年１月から 12月までの１年の間に

締結された賃貸借水準（10a 当たり）は、下記「田畑

の賃貸借料情報」のとおりとなっております。賃貸借

料を決める際の参考として下さい。

　また、桜川市農業委員会では、農作業賃金等の適正

化をはかるため、隣接市町村の農作業賃金等を参考に

して、平成 22 年度の「農業労働力賃金・請負賃金」

を下記のとおり設定しましたのでお知らせいたします。

（単位は円 /10a 当たり、データは件数）

締結された
地域名

１．田（水稲）の部　 ２．畑（普通畑）の部

平均額 最高額 最低額 データ数 平均額 最高額 最低額 データ数

岩瀬地区 19,100 26,000 13,000 101 8,800 10,000 5,000 24

大和地区 20,700 23,000 19,500 6 6,500 7,000 6,000 2

真壁地区 21,200 26,300 13,000 47 5,600 10,000 1,000 29

（参考）市平均 19,700 26,300 13,000 154 7,000 10,000 1,000 55
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桜川市カラオケ連合会から

市の社会福祉に寄付

　
桜
川
市
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
（
鈴す

ず

木き

勝
ま
さ
る

会
長
）
か
ら
、
市
の
社
会
福
祉

に
１
７
３,
５
０
０
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
岩
瀬
体
育
館
ラ
ス
カ
で

行
わ
れ
た
、
同
連
合
会
主
催
の
カ
ラ

オ
ケ
発
表
会
を
兼
ね
た
「
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
文
化
祭
」
に
参
加
さ
れ
た
会
員

の
方
な
ど
か
ら
、愛
の
募
金
を
募
り
、

社
会
生
活
の
中
で
少
し
で
も
援
助
を

必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
々
の
た
め
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
は
、
今

年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
も
車
椅
子
や
杖
な
ど
を
寄
贈

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

真壁町桜井五味田地区で

伝統の「八日まつり」開催

　
２
月
８
日
に
真
壁
町
桜
井
地
区
五

味
田
で
大
わ
ら
ぞ
う
り
を
作
っ
て
地

区
の
出
入
り
口
に
吊
る
す
「
八
日
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、同
地
区
の
伝
統
行
事
で
、

ぞ
う
り
が
地
区
の
災
難
を
よ
け
る
と

い
う
云
わ
れ
か
ら
、
厄
除
け
、
無
病

息
災
を
祈
願
す
る
た
め
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
輪
番
制
の
当
屋
に
集
ま
っ
た
人
た

ち
22
人
は
、
こ
こ
数
年
で
最
大
の
大

わ
ら
じ
１
枚
（
縦
１
４
０
㎝
、
横
70

㎝
）
と
、
わ
ら
ぞ
う
り
（
縦
60
㎝
、

横
40
㎝
）
３
枚
を
約
２
時
間
ほ
ど
で

の
編
み
上
げ
、
地
区
の
出
入
り
口
の

立
木
な
ど
に
吊
る
し
ま
し
た
。

大
わ
ら
ぞ
う
り
を
地
区
内
の
田
中
川
の
奉
納

台
に
掲
げ
る
地
区
の
皆
さ
ん
。

「文化財防火デー」に

雨引観音で防火訓練実施

　
１
月
26
日
の「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

に
ち
な
ん
で
雨
引
山
楽
法
寺
に
お
い

て
、
市
教
育
委
員
会
・
桜
川
市
消
防

団
・
桜
川
消
防
署
（
大
和
分
署
）・

楽
法
寺
自
衛
消
防
隊
の
参
加
に
よ

る
、
重
要
文
化
財
防
火
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
は
、
火
災

発
見
・
１
１
９
番
通
報
・
初
期
消
火
・

避
難
誘
導
・
文
化
財
の
搬
出
へ
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
防
ぎ
ょ
訓
練

で
は
、
延
焼
防
止
の
た
め
多
宝
塔
に

向
け
て
の
一
斉
放
水
、
そ
の
後
一
般

参
拝
者
な
ど
を
交
え
て
の
消
火
器
取

扱
い
の
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

多
宝
塔
に
向
か
っ
て
一
斉
に
放
水
さ
れ
、
澄

み
切
っ
た
青
空
に
虹
が
架
か
り
ま
し
た
。

～交通事故ゼロ社会を目指して～

桜川市交通安全大会が開催

　
平
成
21
年
度
桜
川
市
交
通
安
全
大

会
が
、大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
シ

ト
ラ
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
交
通
安
全
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
互
い
に
交
通
事
故

撲
滅
を
誓
い
合
い
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
社
会
の

実
現
を
目
指
す
た
め
、
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。
交
通
安
全
に
関
す
る
表

彰
伝
達
で
は
、
茨
城
県
知
事
表
彰
の

部
、
交
通
安
全
協
会
表
彰
の
部
そ
の

ほ
か
で
15
の
団
体
・
事
業
所
と
、
個

人
で
は
78
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
交
通
安
全
講
演
会
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
も
催
さ
れ
、
最
後
は
大

会
宣
言
決
議
に
よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
加
波
山
囃
子
保
存

会
に
よ
る
お
囃
子
な
ど
で
、
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

桜
川
市
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
の
鈴
木
勝
会
長

（
写
真
右
か
ら
３
人
目
）
と
会
員
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
中
田
市
長
（
写
真
右
か
ら
４
人
目
）

に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

県職業能力開発促進大会で

真壁石工技能士会から２人が表彰

３年間の感謝を込めて

岩瀬高校３年生が岩瀬駅を清掃

　
２
月
10
日
（
水
）
に
岩
瀬
高
校
３

年
生
の
生
徒
全
員
が
、
３
年
間
通
い

慣
れ
た
岩
瀬
駅
の
駅
舎
や
ト
イ
レ
、

通
学
路
を
、
感
謝
の
心
を
込
め
て
清

掃
し
ま
し
た
。

　
岩
瀬
高
校
で
は
、教
育
目
標
に「
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
」
を
か
か
げ
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
学
校
全
体
で
環

境
美
化
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
昨
年
は
、
５
月
に
桜
川
市
の
ク
リ

ー
ン
作
戦
へ
の
有
志
生
徒
の
参
加
、

７
月
に
運
動
部
・
文
化
部
生
徒
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
12
月
に
は

全
校
生
徒
に
よ
る
学
校
周
辺
の
清
掃

を
実
施
し
ま
し
た
。

沢
山
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
岩
瀬
駅
の
駅
舎

や
ト
イ
レ
を
心
を
こ
め
て
清
掃
す
る
岩
瀬
高

校
３
年
生
の
み
な
さ
ん
。

桜川市民卓球場が完成しました

新
た
に
完
成
し
た
市
民
卓
球
場
。
軽
量
鉄
骨

造
平
屋
建
て
、延
べ
床
面
積
３
０
０.

９
８
㎡
、

天
井
高
４,
４
５
６
㎜
。

　
こ
の
度
、
桃
山
中
学
校
の
敷
地
内

に
、
桜
川
市
民
卓
球
場
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
こ
の
施
設
は「
日
本
宝
く
じ
協
会
」

の
助
成
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
延
べ
床
面
積
３
０
０.

９
８
㎡
、

卓
球
台
を
８
台
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
、
天
井
高
を
４,
４
５
６
㎜
と
す

る
こ
と
で
よ
り
高
度
な
技
術
に
耐
え

う
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
施
設
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

学
校
施
設
の
開
放
規
則
に
基
づ
い
て

の
利
用
と
な
る
た
め
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
真
壁
第
一
体
育
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎
０
２
９
６

-

54-

０
７
５
３
）

　
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
39
回

茨
城
県
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
」

で
、
真
壁
石
工
技
能
士
会
か
ら
岩い

わ

渕ぶ
ち

久ひ
さ

之ゆ
き

さ
ん
（
大
国
玉
地
区
）
が
県
知

事
表
彰
を
受
賞
し
、
武た

け

井い

昭
し
ょ
う

二じ

さ

ん
（
筑
西
市
宮
山
）
が
県
技
能
士
会

会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
岩
渕
さ
ん
は
、
伝
統
的
技
法
と
現

代
の
加
工
技
術
を
融
合
さ
せ
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
や
彫
刻
品
の
製
造
技
術
が

評
価
。
武
井
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た

る
同
会
に
お
け
る
後
継
者
の
育
成
活

動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
今
後
の
ご
活
躍
に
よ
る

石
材
業
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

“地域にやさしい明かりを届ける”

大
おお

山
やま

一
かず

男
お

さんの行燈
完
成
し
た
鳥
か
ご
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
行
燈
を

持
つ
大
山
一
男
さ
ん
。

　
岩
瀬
地
区
の
大お

お

山や
ま

一か
ず

男お

さ
ん
が
作

成
し
た
、
鳥
か
ご
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

行
燈
が
、
地
区
に
や
さ
し
い
明
か
り

を
灯
し
て
い
ま
す
。

　
同
氏
は
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら
趣
味

で
鳥
か
ご
を
作
成
し
て
き
ま
し
た

が
、
照
明
器
具
に
活
用
す
る
こ
と
を

思
い
付
き
ま
し
た
。
鳥
か
ご
の
内
側

に
、
押
花
を
挟
ん
だ
和
紙
を
貼
り
、

電
球
を
入
れ
た
も
の
で
、
明
か
り
を

灯
す
と
や
わ
ら
か
な
光
が
広
が
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
完
成
し
た
行
燈
を
地

域
の
企
業
な
ど
に
寄
贈
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
病
院
や
福
祉
施
設
に

も
贈
ろ
う
と
、
現
在
作
成
に
忙
し
い

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
第
39
回
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
」
で
表
彰

を
受
け
た
岩
渕
久
之
さ
ん
（
写
真
右
）
と
武

井
昭
二
さ
ん
（
写
真
左
）。
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く
ら
し
の
情
報

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
３
月
17
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
社
会
福
祉
課

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
３
１
４
）

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

学
校
教
育
課

　
桜
川
市
立
の
小
中
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
・
生
徒
を
持
つ
世
帯
で
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、

学
用
品
や
給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
認
定
に
は
、
所
得
・
扶
養
状
況
な

ど
の
確
認
や
地
区
民
生
委
員
の
意
見

な
ど
、
一
定
の
審
査
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
在
学
校
に

相
談
し
、手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
学
校
教
育
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
２
１
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す

環
境
対
策
課

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
、
農
業
な

ど
を
行
う
う
え
で
例
外
的
に
認
め
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は

社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
苦
情
の
対

象
と
な
る
こ
と
も
多
く
、
違
反
に
問

わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
の
で
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
２
８
５
・
２
２
８
６
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の
日
」

秘
書
広
報
課

　
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る

た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
24
日
（
水
）
９
時
～

12
時
・
13
時
～
16
時

■
場
所
／
真
壁
庁
舎
１
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
６
７
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

下
館
・
結
城
都
市
計
画
に
関
す

る
公
聴
会
の
開
催

茨
城
県
都
市
計
画
課

　
県
で
は
、
都
市
計
画
道
路 

長
方
・

蓮
沼
線（
国
道
50
号
協
和
バ
イ
パ
ス
）

の
案
を
作
成
す
る
た
め
、
図
書
の
閲

覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
意

見
の
あ
る
方
は
、
次
の
期
間
中
に
公

述
申
出
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
述
申
出
書
の
提
出
が
な

い
場
合
、公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

※
昨
年
12
月
の
素
案
説
明
会
の
結
果

を
、
桜
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

■
閲
覧
・
申
出
書
提
出
期
間
／
３
月

８
日
（
月
）
～
16
日
（
火
）

※
平
日
の
み

■
場
所
／
大
和
庁
舎
都
市
整
備
課

■
提
出
方
法
／
備
え
付
け
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
聴
会
の
日
時
・
場
所
／
３
月
23

日
（
火
）
13
時
～
・
筑
西
市
　
下
館

武
道
館
２
階
会
議
室

■
問
合
せ
・
提
出
先
／
茨
城
県
都
市

計
画
課
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

４
５
８
３
）

市
の
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
氏
名
／
卯
辰
有
志
会
　
代
表

林
は
や
し

治
お
さ
む

様 

外
48
名
様

■
寄
付
金
／
２
８,
６
４
４
円

桜
川
市
非
常
勤
職
員
募
集

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
指
導
員

児
童
福
祉
課

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
任
用
期
間
／
４
月
１
日
～
平
成
23

年
３
月
31
日

■
業
務
内
容
／
市
内
の
子
育
て
ク
ラ

ブ
で
、
子
ど
も
の
保
育
・
指
導

■
勤
務
時
間
／
平
日:

放
課
後
～
18

時
、
土
曜
日:

８
時
30
分
～
18
時
、

夏
休
み
等:

８
時
～
18
時

（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
制
　
休
日

は
日
曜
・
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
）

■
賃
金
／
時
給
　
８
５
０
円

■
勤
務
条
件
／
保
育
士
ま
た
は
教
諭

（
幼
・
小
・
中
・
高
の
何
れ
か
）
資

格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
30
歳
～
50

歳
ま
で
の
子
育
て
経
験
の
あ
る
健
康

な
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

■
申
込
締
切
／
３
月
12
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
児
童
福
祉
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
２
桜
川
市
岩

瀬
64-

２ 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
２
３
２
２
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

介
護
認
定
調
査
員

介
護
長
寿
課

■
募
集
人
員
／
１
人

■
任
用
期
間
／
４
月
１
日
～
平
成
23

年
３
月
31
日（
３
年
間
ま
で
更
新
可
）

■
業
務
内
容
／
介
護
認
定
申
請
者

宅
・
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
身
体
状

況
な
ど
の
調
査
に
従
事

■
勤
務
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
介
護
長
寿

課■
勤
務
日
・
時
間
／
週
３
日
・
８
時

30
分
～
17
時
30
分

■
賃
金
／
日
給
　
９,
０
０
０
円

■
応
募
資
格
／
認
定
調
査
を
的
確
に

行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
技
術
的
な

知
識
ま
た
は
経
験
が
あ
り
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
で
き
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

■
申
込
締
切
／
３
月
10
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
介
護
長
寿
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
２
桜
川
市
岩

瀬
64-

２
・
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
、
内
線
２
３
３
４
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

技
能
労
務
員

環
境
対
策
課

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
任
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30

日
（
再
雇
用
あ
り
）

■
勤
務
場
所
／
岩
瀬
じ
ん
芥
処
理
場

（
長
方
１
２
４
５
）

■
業
務
内
容
／
場
内
の
清
掃
お
よ
び

市
内
の
不
法
投
棄
の
処
理

■
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
30

分■
休
日
／
土
・
日
曜
日
・
祝
日

■
賃
金
／
日
給
　
６,
２
０
０
円

■
勤
務
条
件
／
60
歳
ま
で
の
健
康
に

自
信
の
あ
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

■
申
込
締
切
／
３
月
10
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
環
境
対
策
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
２
桜
川
市
岩

瀬
64-

２ 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
２
２
８
６
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

第
12
回
茨
城
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集社

会
福
祉
課

■
期
日
／
５
月
23
日
（
日
）

■
場
所
／
笠
松
運
動
公
園
（
ひ
た
ち

な
か
市
）

■
対
象
／
心
身
障
害
児
者
、
ま
た
は

13
歳
以
上
の
知
的
障
害
を
有
す
る
方

■
参
加
種
目
／
陸
上
競
技
、
水
泳
、

卓
球
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技

■
申
込
方
法
／
岩
瀬
庁
舎
社
会
福
祉

課
、
大
和
・
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課

に
あ
る
所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
上

申
込
。

※
施
設
や
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
方

は
そ
の
団
体
を
通
し
て
申
し
込
ん
で

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

３
月
の
納
税
・
保
険
料

３
月
末
が
納
期
限
と
な
る
税
・

保
険
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
　
集

お
知
ら
せ

　
筑
西
広
域
防
火
管
理
協
議
会
が
募
集
し
た
「
平
成
21
年
度
小
中
学
生
防
火
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
次
の
３
作
品
が
最
優
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
小
学
生
低
学
年
の
部

　「
み
と
ど
け
て
　
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
　
ち
い
さ
な
火
」

筑
西
市
立 

川
島
小
学
校
　
３
年
　
塚つ

か

越ご
し

　
音ね

桜お

■
小
学
生
高
学
年
の
部

　「
ふ
れ
あ
い
の
　
心
で
つ
な
ぐ
　
防
火
の
輪
」

筑
西
市
立 

下
館
小
学
校
　
５
年
　
宮み

や

田た

　
彩あ

や

沙さ

■
中
学
生
の
部

　「
サ
イ
レ
ン
が
　
鳴
り
ひ
び
か
な
い
　
世
の
中
に
」

桜
川
市
立 

岩
瀬
西
中
学
校
　
１
年
　
吉よ

し

原わ
ら

　
　
遼

り
ょ
う

平
成
21
年
度 

小
・
中
学
生
防
火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品



10さくらがわ　2010.3.111 さくらがわ　2010.3.1

４月分 健 康 ガイド
《問合先》健康推進課　☎ 58-5111・75-3111

４月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 開 催 時 間 内　　　　　容

4/21(水)

総合健康相談（会場／岩瀬

庁舎健康推進課、真壁保健

センター）

母子・成人全対

象
9：30〜11：30

子供の発達･栄養･しつけ（身体計測は要予

約）、食事や運動の健康相談、糖尿病･高血

圧･脂質異常症などの生活習慣病に関する

栄養相談（要予約）、血圧･腹囲･体脂肪測

定など

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　 　 　 　 　 　 　 考

4/12 (月) こころの健康相談 13：00〜15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）

会場：岩瀬福祉センター

第 2 ・ 3 ・ 4

火曜日
精神保健デイケア 9：30〜11：30

仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。

（要申込）

４月の精神保健

対象／真壁地区の方（会場 / 真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

4/15(木) 1歳6か月児健診 H20.7月・8月・9月生 13：00〜13：20

母子健康手帳、送付した問診票、バスタオ

ル、歯ブラシ（子ども用と仕上げみがき

用）

4/21(水) 3歳児健診 H19.1月・2月・3月生 13：00〜13：20

母子健康手帳、送付した問診票、バスタオ

ル、歯ブラシ（子ども用と仕上げみがき

用）、コップ、尿、目と耳のアンケート用

紙

４月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

4/22(木) ポリオ 生後3か月〜7歳6か月未満 13：15〜13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 / 岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

4/20(火) 1歳6か月児健診 H20.8月・9月生 13：00〜13：20

母子健康手帳、送付した問診票、バスタ

オル、歯ブラシ（子ども用と仕上げみが

き用）

4/26(月) 1歳児健診 H21.4月生 13：00〜13：20
母子健康手帳、送付した問診票、バスタ

オル

４月の乳幼児健診・育児相談
対象／岩瀬・大和地区の方（会場 / 岩瀬福祉センター）

４月の献血
月　　日 会場および受付時間

4/8(木) フードマーケットカスミ岩瀬店（9：30〜12：00・13：15〜16：00）

4/22(木) 岩瀬中央公民館（9：30〜12：00・13：00〜15：30）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 ☎ 受  付  時  間

4/4(日) つくし野クリニック 真壁町椎尾2022 0296‐20‐7755

9：00〜12：00

13：00〜16：00

(保険証は必ず持参）
4/11(日) 延島クリニック 東飯田600 0296‐58‐5058

4/18(日) なかはら整形外科医院 真壁町飯塚496-1 0296‐23‐9955

4/25(日) 大和クリニック 大国玉2513-12 0296‐58‐7788

4/29(木) 仁保内科医院 真壁町真壁425 0296‐23‐8088

４月の休日応急診療医療機関

４月の成人の健康診査
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

4/24(土)〜

28(水)

ミニドック（会場／岩瀬福

祉センター）

岩瀬地区の 40

歳以上の方
6：30〜9：00

結核・肺がん検診、胃がん・大腸がん検診、

肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診

※平成20年度から、基本健康診査部分は特定健診に変わり、40〜75歳未満の方は、加入されている医療保険者が指定する医療機関等で受
診するようになりました。特に被用者保険（社会保険等）に加入の方はご注意ください。
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■
素
案
の
公
表
／
岩
瀬
庁
舎
環
境
対

策
課
、
真
壁
・
大
和
庁
舎
総
合
窓
口

課
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
／
３
月
１
日
（
月
）
～

３
月
23
日
（
火
）
必
着

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課(

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
２
８
６)

 

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方
／
市
内

に
在
住･

在
勤
・
在
学
の
方
、
ま
た

は
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る
方
。

■
意
見
の
提
出
方
法
／
ハ
ガ
キ
ま
た

は
封
書
に
「
桜
川
市
環
境
基
本
計
画

（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
書
き
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
書
い
て
、

次
の
方
法
で
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

・ 

持
参:

素
案
の
公
表
場
所
と
同
じ

・ 

郵
送:

〒
３
０
９-

１
２
９
２
桜

川
市
岩
瀬
64-

２
　
桜
川
市
役
所

　
環
境
対
策
課
宛

　
茨
城
県
庁
で
行
わ
れ
た
「
平
成
21

年
度
茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
」

で
、
本
市
か
ら
長
年
に
わ
た
り
各
種

統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
統
計
思
想

の
普
及
と
向
上
に
努
め
ら
れ
た
次
の

方
々
に
、
経
済
産
業
大
臣
・
県
知
事

か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
経
済
産
業
大
臣
表
彰

・ 

植う
え

木き

　
和か

ず

夫お

（
真
壁
町
源
法
寺
地
区
）

■
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

・ 

大お
お

塚つ
か

　
　
久

ひ
さ
し

（
真
壁
町
大
塚
新
田
地
区
）

・
武た

け

井い

　
要よ

し

範の
り

（
青
柳
地
区
）

・
深ふ

か

谷や

　
豊と

よ

明あ
き

（
亀
岡
地
区
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
注
文
依

頼
を
実
施
し
ま
す

　
〜
尊
い
命
を
守
る
た
め
〜

　
法
律
が
改
正
さ
れ
、
皆
さ
ま
の
家

庭
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

※
必
ず
設
置
す
べ
き
場
所:

各
寝
室
・

階
段
の
上
端

　
当
連
絡
会
で
は
、
火
災
警
報
器
の

設
置
推
進
を
図
る
た
め
、
区
長
会
を

通
し
て
各
家
庭
を
対
象
に
、
火
災
警

報
器
の
注
文
依
頼
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
訪
問
時
に
は
、
注
文
表
お
よ
び
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
付
し
ま
す
。
料

金
は
、
用
紙
回
収
時
に
お
預
か
り
し

ま
す
。
商
品
は
後
日
と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
は
強
制
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
任
意
で
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
住
宅
用
警
報
器

推
進
連
絡
会
（
事
務
局:

桜
川
消
防

署
）（
☎
０
２
９
６-

75-

３
５
９
２
）

《
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
》

　
市
の
基
本
的
な
計
画
や
条
例

を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、

事
前
に
（
案
）
を
公
表
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
い
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て

最
終
案
を
つ
く
り
、
そ
の
寄
せ

ら
れ
た
意
見
に
対
し
て
市
の
考

え
方
を
公
表
す
る
一
連
の
手
続

き
で
す
。

茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
で

桜
川
市
か
ら
４
人
が
表
彰

大
和
庁
舎
に
中
田
市
長
（
左
か
ら
２
人
目
）

を
訪
ね
た
、（
左
か
ら
）
植
木
和
夫
さ
ん
、
大

塚
久
さ
ん
、
深
谷
豊
明
さ
ん
。

全
国
で
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
多
発
し
て
い
ま
す
!!

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

～
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
～

　
桜
川
市
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、
良
好
な
環
境
を
将

来
に
向
け
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
総
合
的
な
計
画

と
し
て
「
桜
川
市
環
境
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

桜
川
市
環
境
基
本
計
画（
案
）に
つ
い
て

・ 
Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
２
９
６-

75-
３
０
２
１
　
環
境
対
策
課
宛

・ 

Ｅ
メ
ー
ル:

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
内
専
用

フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

※
・
素
案
は
、
公
表
場
所
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
い
た
し

ま
す
。

・ 

口
頭
、
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
う

け
で
き
ま
せ
ん
。
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史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.32

文化生涯学習課

資料館係

　
桜
川
市
役
所
真
壁
庁
舎
の
西
、
桜

川
を
渡
る
と
塙
世
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　
塙
世
地
区
の
桜
川
辺
り
か
ら
眺
め

る
筑
波
山
は
、
雄
大
さ
が
際
立
つ
美

し
い
風
景
で
す
。
こ
の
付
近
に
は
奈

良
・
平
安
時
代
の
新
治
郡
衙
・
郡
寺

（
筑
西
市
）
か
ら
国
府
（
石
岡
市
）

を
つ
な
ぐ
古
代
官
道
跡（
幹
線
道
路
）

が
残
り
、
そ
れ
は
塙
世 

― 

伊
佐
々 

― 

羽
鳥
を
経
て
湯
袋
峠
を
越
え
、
国

府
へ
と
向
か
う
道
で
し
た
。

　
こ
の
道
沿
い
の
真
壁
町
羽
鳥
の
尾

根
に
平
良
兼
館
跡
（
た
い
ら
の
よ
し

か
ね
や
か
た
あ
と
）
が
あ
り
ま
す
。

平
良
兼
は
平
安
時
代
に
大
勢
力
を
持

ち
、
平
将
門
の
叔
父
で
将
門
と
戦
っ

た
人
物
で
し
た
。

　
古
代
官
道
か
ら
み
た
平
良
兼
館

は
、
雄
大
で
美
し
い
筑
波
山
を
背
景

に
し
て
、
館
の
威
厳
を
示
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
本
郷
地
区
の
妙
法
寺
か
ら
、
こ
の

た
び
①
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
②

菩
薩
立
像
、
③
天
部
立
像
、
④
～
⑦

木
造
四
天
王
像
が
、
茨
城
県
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
①
～
③
は
中
心
か
ら
両
肩
ま
で
を

ケ
ヤ
キ
の
一
木
か
ら
造
っ
た
一
木
造

り
で
「
背せ

刳ぐ

り
」
と
い
う
平
安
時
代

中
頃
の
技
法
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
④
～
⑦
も
中
心
部
が
一
木
造
り

で
、
古
代
の
仏
像
特
有
の
美
し
い
造

形
、
そ
の
他
の
技
法
や
表
現
か
ら
見

て
、い
ず
れ
も
今
か
ら
千
年
以
上
前
、

県
内
の
木
造
彫
刻
と
し
て
最
古
級
の

も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
組
み
合
わ
せ
が

良
い
の
で
す
。
①
は
元
は
薬
師
如
来

だ
っ
た
形
跡
が
あ
り
、②
③
が
梵
天
・

帝
釈
天
の
い
ず
れ
か
、
④
～
⑦
は
そ

の
通
り
四
天
王
で
、こ
の
セ
ッ
ト
は
、

奈
良
・
平
安
時
代
に
公
的
に
建
て
ら

れ
た
国
分
寺
や
郡
寺
に
見
ら
れ
る
組

み
合
わ
せ
な
の
で
す
。

　
上
野
沼
の
西
に
新
治
廃
寺
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
桜
川
市
を
含
む

古
代
新
治
郡
の
公
的
な
寺
院
で
し
た

が
、
９
世
紀
は
じ
め
に
焼
失
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
続
く
時
代
の
瓦
が
上
野

沼
の
ほ
と
り
に
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
妙
法
寺
の
仏
像
が
造
ら
れ
た
頃
で

す
。
妙
法
寺
は
戦
国
時
代
に
こ
こ
か

ら
現
在
地
の
本
郷
へ
移
転
し
た
と
伝

え
ま
す
。

　
つ
ま
り
、今
回
指
定
の
仏
像
群
は
、

新
治
廃
寺
の
仏
像
群
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。
地
方
の
郡
寺
の
仏

像
が
確
認
さ
れ
て
い
る
例
は
全
国
に

も
希け

有う

で
、
大
変
に
貴
重
で
す
。

①木造阿弥陀如来坐像

妙
法
寺
の
仏
像
７
躯
が

茨
城
県
指
定
文
化
財
に
！

「
死
し
て
不
朽
の
見
込
み
あ
ら
ば
、

い
つ
で
も
死
ぬ
べ
し
。
生
き
て
大
業

の
見
込
み
あ
ら
ば
、
い
つ
で
も
生
く

べ
し
」『
留
魂
録
』
吉
田
松
陰

訳
　
死
ん
で
後
世
ま
で
志
が
残
る
な

ら
い
つ
で
も
死
の
う
。
生
き
て
大
き

な
仕
事
が
成
し
え
る
見
込
み
が
あ
る

な
ら
、
い
つ
で
も
生
き
よ
う

　『
留
魂
録
』
は
幕
末
の
志
士
・
吉

田
松
陰
が
、
安
政
の
大
獄
で
処
刑
さ

れ
る
直
前
に
残
し
た
遺
書
で
す
。

　
松
下
村
塾
で
多
く
の
門
弟
を
育

て
、
明
治
維
新
の
原
動
力
を
生
み
出

し
た
吉
田
松
陰
。
22
歳
の
頃
の
松
蔭

は
各
地
を
旅
し
、真
壁
の
町
並
み（
桜

川
市
真
壁
町
飯
塚
）
付
近
を
訪
れ
た

こ
と
が
『
吉
田
松
陰
東
北
遊
日
記
』

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
記
に
は
「
弁
天
塚
を
拝
み
、
浦

町
、
角
口
、
西
町
、
出
羽
、
亀
熊
よ

り
門
井
に
向
か
い
、
西
町
長
屋
門
宅

で
休
憩
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
当
時

の
飯
塚
は
真
壁
の
町
並
み
の
西
大
通

で
旅
人
の
多
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

歴
史
の
こ
と
ば
　
３
月

歴
史
の
風
景

-

筑
波
山
と
平
良
兼
の
風
景-平良兼館跡と筑波山（塙世地区から）

平良兼館跡
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》

かわいいこねこをもらってください　なりゆきわかこ 作／垂石眞子 絵

そっといちどだけ　　　　　　　　なりゆきわかこ 作／いりやまさとし 絵

ウルルの森の物語　　　　　　　　　　　世良ふゆみ

ぴよちゃんのおともだち（しかけ絵本）　　いりやまさとし

ぴよちゃんのおつかい（　　〃　　）　　　いりやまさとし

《一般図書》

獣の奏者（全４巻）　　　　　　　　　　　上橋菜穂子

十字架　　　　　　　　　　　　　　　　重松　　清

二サッタ　二サッタ　　　　　　　　　　乃南　アサ

あるキング　　　　　　　　　　　　　　伊坂幸太郎

オイアウエ漂流記　　　　　　　　　　　荻原　　浩

カッコウの卵は誰のもの　　　　　　　　東野　圭吾

【今月のおすすめ図書】

はなこ 八月七日にひろったこねこ
なりゆきわかこ 作／垂石眞子 絵

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

※拾った子猫を妹のようにかわいがっ
ていたが…。あふれる涙があなたをや
さしくつつむ物語。大人になっても忘
れられない大切な 1 冊になる本です。

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

日本語おもしろ絵事典（全３巻）
ことばと遊ぶ会 編／
すがわらけいこ 絵

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《児童図書》

まっ黒なおべんとう　　　　　　　　　　児玉辰春 作／長澤　靖 絵

みにくいあひるの子　　　　　　　　　　瀬尾　七重

先生おさきにさようなら　　　　　　　　嶋田和子 作／遠藤てるよ 絵

リトルバンパイア（１～５巻）

アンゲラ ･ ゾンマー ･ ボーデンブルク 作／川西芙沙 訳／ひらいたかこ 絵

魔法のスイーツ大作戦（全３巻）

フィオナ ･ ダンバー 作／露久保由美子 訳／千野えなが 絵

《一般図書》

談合破り！　　　　　　　　　　　　　　桑原　耕司

散るぞ悲しき　　　　　　　　　　　　　梯　久美子

アロマ健康法　　　　　　　　　　　　　高島　享子

とっておきのワンシーン　　　　　　　　平野　芳久 ( 編 )

真壁中央公民館図書室

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

５
１
１
１

【今月のおすすめ図書】

狙われたキツネ
ヘルタ･ミュラー 著／山本浩司 訳
※ノーベル文学賞を受賞したヘル
タ・ミュラーが描く本邦唯一の翻
訳小説です。

《児童図書》

MIMIKO それでいいんだよ　　　　　　　木村　桂子

ビリーとなかまたち　　　　　　　はるなまき 作／いしくらきんじ 絵

まじょ子とどきどきの森　　　　　藤真知子 作／ゆーちみえこ 絵

有閑倶楽部（1 ～ 20 巻）　　　　　　　　一条ゆかり

《一般図書》

ＳＯＳの猿　　　　　　　　　　　　　　伊坂幸太郎

まねき通り十二景　　　　　　　　　　　山本　一力

ハッピー・リタイアメント　　　　　　　浅田　次郎

ほかならぬ人へ　　　　　　　　　　　　白石　一文

親鸞（上・下）　　　　　　　　　　　 　五木　寛之

歎異抄をひらく　　　　　　　　　　　　高森　顕徹

山崎豊子自作をかたる（１～３）　　　 　山崎　豊子
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桜
川
文
芸

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

少
し
だ
け
生
き
方
変
へ
て
冬
ご
も
る

鈴
　
木
　
た
か
子

初
雪
や
独
り
ワ
イ
ン
の
禁
を
解
く

小
　
林
　
啓
　
治

妻
見
舞
ふ
窓
の
日
に
映
ゆ
冬
リ
ン
ゴ

荻
　
原
　
勅
　
彦

白
鳥
の
胸
悠
然
と
湖
を
分
か
つ藤

　
田
　
凡
　
鐘

と
ろ
ろ
汁
ひ
と
り
に
余
る
寒
の
明
け

小
　
林
　
フ
　
ク

う
す
紙
の
や
う
な
昼
月
野
火
あ
が
る

三
　
代
　
み
ち
よ

機
織
の
符
合
に
も
似
て
毛
糸
編
む

若
　
色
　
寿
美
女

ぼ
ん
や
り
と
過
す
ひ
と
日
や
蕗
の
と
う

仁
　
平
　
房
　
女

母
逝
き
て
早
三
年
や
沈
丁
花

金
　
田
　
と
う
女

農
足
袋
の
音
立
て
歩
く
霜
柱

渡
　
辺
　
い
　
し

春
立
ち
て
庭
の
飛
び
石
並
ら
べ
替
え

入
　
山
　
ひ
ろ
子

初
雪
の
真
綿
の
や
う
に
里
の
山上

　
野
　
芳
　
江

す
こ
や
か
な
友
の
証
の
賀
状
来
る

永
　
瀬
　
ち
　
い

繕
へ
ば
物
生
き
て
く
る
針
起
し細

　
谷
　
充
　
女

夕
早
く
灯
し
て
ゐ
た
り
三
の
午萩

　
原
　
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

日
脚
伸
ぶ
陶
器
の
猫
の
首
長
し泉

　
　
　
健
　
作

潮
騒
の
音
に
暮
れ
ゆ
く
野
水
仙田

　
崎
　
信
　
子

一
羽
翔
ち
連
れ
翔
ち
鴨
の
陣
細
る

植
　
田
　
祥
　
雲

捨
て
き
れ
ぬ
思
ひ
多
々
あ
り
冬
帽
子

松
　
崎
　
い
　
ま

夜
泣
き
子
と
体
温
分
か
つ
寒
の
雨

井
　
坂
　
洋
　
子

教
へ
子
の
会
釈
眩
し
き
コ
ー
ト
か
な

鈴
　
木
　
ノ
ブ
子

小
刻
み
に
揺
れ
る
薺
や
登
り
窯吉

　
原
　
秀
　
子

つ
く
ば
ひ
の
氷
柱
ゆ
る
び
し
日
の
光

今
　
井
　
繁
　
子

待
春
や
大
草
鞋
吊
る
村
境

海
老
沢
　
静
　
夫

父
母
を
越
え
し
齢
の
春
を
待
つ大

　
関
　
く
　
に

片
減
り
の
靴
も
磨
き
て
春
を
待
つ

宮
　
本
　
芳
　
江

如
月
や
疾
風
吹
き
入
る
く
ぬ
ぎ
山

海
老
沢
　
幸
　
子

八
十
の
心
に
撒
き
し
年
の
豆

鶴
　
見
　
菊
　
江

藪
椿
す
こ
し
紅
刷
く
お
ち
ょ
ぼ
口

竹
　
林
　
て
　
る

海
鳴
り
の
音
に
目
覚
め
る
初
旅
行

向
　
後
　
礼
　
子

や
を
ら
立
つ
人
の
気
息
も
寒
の
入

飯
　
山
　
　
　
昭

【
一
般
投
稿
】

沈
み
つ
ゝ
炎
い
あ
が
る
日
や
寒
椿

廣
　
瀬
　
　
　
宣

　
短
　
歌

【
一
般
投
稿
】

父
が
書
で
思
い
を
伝
え
し
和わ

光こ
う

同ど
う

塵じ
ん

還
暦
に
な

り
て
偲
び
つ
想
う

槙
　
野
　
恭
　
子

人
影
の
な
き
駐
車
場
に
終
電
の
夫
を
迎
え
ば
や

さ
し
三
ヶ
月

柴
　
　
　
せ
つ
こ

わ
が
庭
は
松
竹
梅
も
南
天
も
福
寿
お
も
と
と
い

つ
も
正
月

木
　
下
　
善
　
信

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

や
な
ぎ
芽
を
ふ
く
つ
く
し
の
ほ
と
り

　
水
に
輪
を
か
く
春
の
風

つ
く
志
　
輝
　
美

や
っ
と
握
っ
た
手
と
手
の
ぬ
く
み

　
恋
は
こ
れ
か
ら
春
に
な
る

稲
　
葉
　
建
　
正

招
く
雌
雛
の
笑
顔
に
惚
れ
て

　
緩
む
財
布
の
ひ
な
祭
り

田
　
　
　
哲
　
人
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わが家の笑顔わが家の笑顔

　「真壁のひなまつり　和の風第８章」の開催にあわ

せて、“うまかべすいとん”の無料試食会が行われま

した。これは、地域の活性化を目的に商工会の「うま

かべすいとんクラブ」が実施。振舞われたすいとんは、

小麦粉からしょうゆまで桜川市産にこだわって作られ

ています。寒風のなか町並みを歩く人達は、温かなす

いとんに舌鼓を打っていました。子どもたちにも、ぜ

ひこのふるさとの味を覚えてもらいたいものです。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎ 58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

おじぃちゃんからひとこと

　いつも元気な花香。こ

れからも明るく優しい子

に育ってね。花香は家族

みんなの宝物です♥

ひぃおばぁちゃんから

ひとこと

　我が家の宝物です。素

直で元気な子に育ってほ

しいです。

【 表　紙 】

宮
み や

田
た

　花
は な

香
か

ちゃん

 平成 20 年９月８日生

（富士見台地区）

川
か わ

那
な

子
ご

 雛
ひ な

乃
の

ちゃん（写真左）

 平成 14 年 12 月 17 日生

川
か わ

那
な

子
ご

 翔
し ょ う た

太ちゃん（写真右）

 平成 18 年２月８日生

（鍬田地区）

工事の安全を祈願して、中田市長
が鍬入れを行いました。 多目的複合施設の完成予想鳥瞰図

多
目
的
複
合
施
設
　
着
工

建
築
面
積:

１,
７
２
６
㎡

延
床
面
積:

２,
７
８
５
㎡

請
負
金
額:

14
億
６,
４
７
５
万
円

　
１
月
９
日
（
土
）、
真
壁
町
真

壁
地
内
の
多
目
的
複
合
施
設
建
設

予
定
地
で
「
安
全
祈
願
祭
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
施
設
の
建
設
工
事

の
着
工
に
伴
い
、
工
事
の
無
事
完

成
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
、
来
年

１
月
末
に
完
成
、
４
月
に
開
館
す

る
予
定
で
す
。

【
主
な
施
設
の
配
置
】

■
管
理
・
会
議
棟

１
階
／
大
会
議
室
、
調
理
室
お
よ

び
準
備
室
、
和
室
、
事
務
室

２
階
／
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
音
楽

室
、
研
修
室
、
中
・
小
会
議
室
な

ど■
図
書
棟

１
階
／
開
架
室
、
児
童
図
書
室
、

プ
レ
イ
ル
ー
ム

２
階
／
閲
覧
室
、
学
習
室

■
資
料
館
棟

１
階
／
展
示
室
１
～
３
、
ロ
ビ
ー

２
階
／
収
蔵
室
、
歴
史
作
業
室

■
集
会
ホ
ー
ル

■
附
帯
施
設
／
真
壁
中
央
公
園

（
１,
３
９
０
㎡
）、駐
車
場
（
66
台
）
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